
 

 

みなさんこんにちは。 

ご紹介いただきました川内村の村長の遠藤といいます。 

NASHIM の設立 30 周年、誠におめでとうございます。 

このようなタイミングでこのような機会を与えていただきました関係者の皆様に感謝を申し上げたいと思い

ます。また冒頭で、長崎の田上市長からエールを贈られました。本当にありがとうございます。 

私の方からは、被災を受けた川内村の紹介と長崎大学の関わりについてお話しさせていただければという風に思

います。 

 

豊かな森に囲まれて四季の移り変わりを身近に感じながら

どこか牧歌的な雰囲気のあるとても素敵な川内村です。震災前

は約 3,000 人の村民が山間に生活をしておりました。 

そういう小さな自生豊かな村に放射性物質が降り注いでし

まいました。川内村は事故が発生した第一原子力発電所から 30

㎞圏内にあります。東側の、村の約 1/3 が 20 ㎞圏内というと

ころでございます。 

 

 

 

 

地震による影響は、一部家屋が損壊したり、あるいは道路の

裏面が崩壊したなどの影響はありましたけれども、地震で直接

亡くなるという村民はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



しかし、第一原子力発電所の事故によりまして、当初隣の富

岡町の町民約 6,000~8,000 人が川内村に避難をし、村としても

公共施設などをすべて開放して富岡町民の受け入れをしてき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

その時の富岡町民の避難の様子です。川内村と富岡町は車で

約 20 分程度の距離にありますけれども、当時は 6 時間から 8

時間かかりました。 

川内村の公共施設、体育館などに避難をしてきている富岡町

民の様子です。 

 

 

 

 

 

 

その後プラントの状況が悪化して富岡町民と一緒に川内村

民、すべての村民が福島県の中央部にある郡山市のビッグパレ

ットに避難を余儀なくされました。 

避難をするというようなことは初めての経験でありますし、

村民にとっても急激な環境変化の中で戸惑いを感じておりま

した。 

 

 

 

 

 

川内村のその当時の空間線量率です。20 ㎞から 30 ㎞の中に

川内村がありますけれども、他の被災地から比べると比較的線

量が低いということがお分かりになるかと思います。 

比較的線量が低かったということと、それからプラントの水

素爆発の可能性が少なくなったということで 2011 年の 9 月に

20 ㎞から外、20 ㎞圏外が（避難指示区域）解除されました。 

 

 

 



それを受けまして 2012 年の 1 月に帰村宣言をしました。 

逃げろというオペレーションは簡単ですけれども、戻ろうとい

うオペレーションがどれだけ難しいかということをこの 10 年

間感じてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

帰村宣言をする前に長崎大学の髙村先生、そしてそのクルー

に川内村の状況、環境、それから土壌や水などの検査をしてい

ただきました。この写真がそのときの様子です 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後 2012 年の 5 月から、長崎大学から折田保健技師が派

遣をされまして、翌年には大学との連携協定を結ばせていただ

きました。 

当時の片峰学長が来られまして我々職員をはじめ、村民の皆

さんに励ましていただいたのを記憶しております。 

 

 

 

 

 

 

その協定に基づきまして、髙村先生、林田先生には甲状腺の

検査などをしていただいております。 

この写真はそのときの、お母さん方への結果の報告、それか

らリスコミなどを含めてお話をしていただきました。 

 

 



さらには折田技師には、川内村に我々と一緒に生活しながら

リスコミにあたっていただきました。 

この写真は、高齢者の世帯を一人で廻ってですね、放射能の

中で生活するにための注意点などを話していただいていると

ころであります。 

 

 

 

 

 

 

髙村先生には健康講座の開設もしていただきました。放射能

とはどういうものなのか、人体への影響はどういう風に影響を

及ぼすのか、何を注意すれば生活をしていけるのか、というよ

うなことを直接村民の人たちに話をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

そしてその結果が現在 82.6%の帰還率です。 

しかし一方でまだ 2 割の方々が避難をしているという状況で

す。その 2 割のうち 6 割は子どもたちや若い人たちの世帯であ

ります。ですから高齢化率としてはきわめて 50%に近いとい

うような状況であります。いまだに県外に避難をしているとい

う人たちもおります。 

しかしもう 10 年以上経ちますので、避難というよりも移住

というようなところで新しいところできちんとした生活をさ

れているという風に思います。 

私自身もこれまでさまざまな不条理やジレンマ、軋轢と戦っ

てきました。いつもこう背中を押されているような緊張感に満ちた日々を送ってきました。しかし、それは僕に

とって不幸な時間であったかというと、そうではないという風に思っております。 

目の前の課題を解決していく、そいういう時間があるということは、僕にとってもポジティブな時間だったので

はと思っております。 

長崎大学の支援がなければ、今の川内村はないという風に思っております。改めて関係者の皆さん方にお礼を

申し上げまして、ひとつ私の話とさせていただきます。 

 


